
　
ふくろう販売管理のﾃﾞｰﾀを月単位で締め切ります。
月次締処理では、「売上・仕入未計上チェック」、「原価再計算」、「入力可能年月日」の更新を行います。

１）　実行方法

①締め切りを実行する年月を指定します。

②対象を選択します。

③「実行ボタン」を押します。

・過去の指定年月や、月の途中、何度でも締切可能です。
・対象は必ず１つ以上を選択してください。
・指定年月の対象期間について
対象期間は「指定年月」の入力欄の横に自動表示されます。

例）運用設定メニューの「決算月日」が【XX99】（末締）の場合
指定年月の１日～末日が対象期間となります。

例）運用設定メニューの「決算月日が【XX20】（20締）の場合
指定年月の前月21日～指定年月当日の20日が対象期間となります。

・利益を出力しているような管理帳票の場合、原価再計算を実行せずに出力すると、
　前月の月次締処理で計算された、仮の原価から利益を計算してしまう可能性があります。
　売上原価計算法が、「最終仕入」「倉庫別移動平均」「月別総平均」の商品が存在する場合は、
　当月分の原価再計算を必ず実行してください。

２）　実行履歴の確認
月次締処理の実行履歴を確認できます。

①「実行履歴」ボタンを押します。
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３）対象について

●売上・仕入未計上チェック
指定年月の対象期間の、「売上伝票」「仕入伝票」の、計上チェックがオフの伝票を検索します。
オフの伝票が存在する場合は、未計上伝票リストが表示されます。

●原価再計算
指定年月の対象期間に含まれる、「売上伝票」「出庫伝票」「切断伝票」に登録されている商品の
【売上原価計算法】が、最終仕入 / 倉庫別移動平均 / 月別総平均　場合、原価を再計算します。

原価再計算を実行すると、【原価計算法】が最終仕入、倉庫別移動平均、月別移動平均の、
商品マスタの【在庫単価】を合わせて更新します。
最終仕入の商品については、対象期間のTo時点の日付までの仕入伝票を対象に単価を算出します。
倉庫別移動平均、月別移動平均の商品については、倉庫に関係なく、対象期間のTo時点の日付までの伝票から
平均単価を設定します。
設定された単価が、伝票入力時の原価単価の初期値として採用されます。

・原価再計算を実行する場合は、運用設定の「在庫開始日」～月次締処理画面の「最終原価再計算年月」の
　翌月以前の年月を指定可能です。
・過去の指定年月で実行した場合は、その月から１か月ずつ現在の締日まで実行してください。

●入力可能年月日の更新
運用設定の、入力可能年月日自の設定を、指定年月の対象期間Toの翌日に設定します。
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